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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立 

 

〇服務研修の内容が自校でも起こ

りうるという切迫感や危機感を

抱かせるものになりにくい傾向

にある。 

○「児童は教師の鏡である」という

自覚をさらに高める必要がある。 

〇服務研修の方法や内容等を見直

し，身近な問題もとりあげ，自己

を振り返り研修校かが実感でき

うるようにする。 

○四季小スタンダードを徹底し，教

師としての自覚を高める。 

〇学校で起こった，あるいは起こりうるヒヤリ

ハット事案からどのような不祥事につなが

るかを考える研修を行う。 

○年間，一人２回以上個人面談を行う。 

○四季小スタンダードを作成し実践する。 

〇各服務研修の後半部分に，

自分の生活を振り返る時

間を設ける。 

○個人面談による聞き取り 

○チェックリストによる点

検をする。 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

〇人間関係に配慮するがあまりに

他人の言動に対して忠告したり

進言したりすることに躊躇して

しまう。 

 

○他人に迷惑をかけたくないとい

う思いが働き，個人の悩みや不安

を抱え込んでしまう傾向がある。 

 

〇教職員同士のコミュニケーショ

ンをさらに促進し，組織で仕事を

進めることができるようにする。 

○互いに何でも言い合える，相談す

ることができるあたたかい職場

の雰囲気をつくる。 

○課題解決に向けて共通認識を図

り，組織として取組む。 

〇学年主任会や各委員会等で互いの仕事の進

捗状況を確認し，組織として互いにサポート

する体制をつくる。 

○ペアやグループでの研修を仕組んだり，職員

が積極的にコミュニケーションを高めるよ

うな研修を取り入れたりする。 

○各自の取組を交流しあう時間を設定して共

通認識を図り，その後の主任会で具体策や方

向性を明らかにしながら取組む。 

〇月に１回，不祥事防止委員

会で情報交換を行い，状況

を把握する。 

○月に１回の服務研修では

コミュニケーションを高

める内容を取り入れる。 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメ

ント相談窓口」の認知度を，より

高める必要がある。 

 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメ

ント相談窓口」の周知を繰り返し

行い，分かりやすく相談しやすい

体制をつくる。 

〇学校だよりで保護者等に周知するとともに，

校舎内全ての教室にポスターを掲示し，担当

の教職員を明示する。 

〇相談窓口の案内プリントを配付するととも

に，懇談時には保護者から体罰，セクハラに

ついて聴取する。 

○スクールカウンセラーと連携し，児童の安

心・安全な教育推進の具体を知らせる。 

○相談窓口の掲示物の定期的な見直しをする。 

〇年３回，在宅での児童アン

ケート・保護者アンケート

を実施する。また，本校教

職員を対象にしたアンケ

ートを年１回，実施する。 

〇懇談会における保護者から

の聴取記録を作成する。 

 

 

不祥事根絶のための行動計画 

子どもたちは，私たちの姿を見て育ちます。 

１ 私たちは，子供たちを守り，育てます。 

２ 私たちは，法令を遵守します。 

３ 私たちは，不祥事を許しません。 

４ 私たちは，地域に開かれた学校にします。 

その背中 子どもたちの 道しるべ 


